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キヤノンは、高い静止画撮影性能と充実の動画撮影機能を搭載したフルサイズミラーレスカメラ“EOS R6 Mark III”を

2025 年 11 月 21 日に発売します。静止画メインのユーザーから、静止画・動画の両方に高い性能を求めるユーザーまで、

幅広いハイアマチュアユーザーのニーズに応えます。 

“EOS R6 Mark III”は、「EOS R6 Mark II」（2022 年 12 月発売）から画素数が向上した有効画素数最大約 3250 万

画素※1 フルサイズ CMOS センサーによる高画質や、優れたドライブ性能・AF 性能を発揮するフルサイズミラーレスカメラです。

高い静止画撮影性能に加え、動画撮影においても、オーバーサンプリングによる 4K 動画記録や 7K オープンゲート記録※2

など、充実した機能を搭載しており、静止画・動画それぞれの撮影シーンにおいて使いやすさを追求しています。 

◼ ポートレートから風景撮影まで幅広い表現を可能にする約 3250 万画素の高画質 

フルサイズ CMOS センサーにより、約 3250 万画素の高解像度と最高常用 ISO 64000（静止画撮影時）の高感度を

両立しています。また、ボディー内 5 軸手ブレ補正機構を搭載しており、レンズ内光学式手ブレ補正機構を搭載した RF

レンズとの協調制御※3 により、中心最大 8.5 段、周辺最大 7.5 段の手ブレ補正効果※4 を発揮します。 

◼ 決定的な瞬間を捉える優れたドライブ性能・AF 性能 

メカシャッター／電子先幕による撮影時は、AF／AE 追従で最高約 12 コマ/秒、電子シャッターによる撮影時は、AF／AE 

追従で最高約 40 コマ/秒の高速連写性能※5 を備えながら、「EOS R6 Mark II」から連続撮影可能枚数が向上し、

高いドライブ性能を保持しています。また、シャッターボタンを押したタイミングから最大 20 コマ分（約 0.5 秒）さかのぼって

連続撮影することができる「プリ連続撮影※6」にも対応しています。さらに、「デュアルピクセル CMOS AF II」により、高速連写時も

高精度かつ安定したフォーカスとトラッキングを提供する優れた AF 性能を発揮します。 

◼ 表現力を高める多彩な動画撮影機能 

オーバーサンプリングによる 4K 動画記録やセンサーの横幅をクロップせずに記録できるフル水平画角での 4K120P ハイフレーム

レート記録に対応しています。さらに、センサー全体※7 を利用することで通常のモードより広い画角である 3：2 のアスペクト比で

記録が可能な 7K オープンゲート記録機能を搭載するなど、用途に応じた動画撮影機能により、多様化する動画制作の

ニーズに応えます。 

※1 総画素数約 3250 万画素。使用するレンズまたは画像処理により、有効画素が減少することがあります。 

※2 RAW 動画／XF-HEVC S 記録のみ対応。 

※3 対応するレンズについては、キヤノン公式ウェブサイトをご確認ください。 

※4 CIPA2024 規格準拠。Yaw/Pitch/Roll 補正性能、電子シャッター、「RF24-105mm F2.8 L IS USM Z」（2023 年12 月発売）使用、焦点距離105mm 時。 

※5 連続撮影速度の条件およびサーボ AF 時に最高連続撮影速度に対応するレンズについては、キヤノン公式ウェブサイトをご確認ください。被写体や

撮影条件によっては、ローリングシャッター歪みが発生する場合があります。 

※6 シャッタースピードが 1/30 秒より遅いときは不可（電子シャッター、H＋設定時）。AEB 撮影、ストロボ撮影、フリッカーレス撮影、フォーカスブラケット

撮影、多重露出撮影は不可。 

※7 MP4 記録の場合はわずかにクロップされます。 
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動画撮影のニーズにも対応 



2 

 

 

 

  

製品名 希望小売価格 発売日 

EOS R6 Mark III オープン価格 2025 年 11 月 21 日 

⚫ 一般の方のお問い合わせ先 

⚫ EOS ホームページ 

：キヤノンお客様相談センター 

：canon.jp/eos/ 

0570-08-0002（直通） 
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〈“EOS R6 Mark III”の主な特長〉 

⚫ 有効画素数最大約 3250 万画素フルサイズ CMOS センサーにより、

高い解像感と高感度を両立し、高画質な撮影が可能。 

⚫ 「EOS R6 Mark II」から画素数が向上しており、写真の一部をトリミング

しても高い解像感を保持することが可能。スポーツシーンや動物撮影など、

遠く離れた被写体の撮影でも活躍。 

⚫ EOSならではの美しい肌の色の再現と豊かな階調性を重視した画作りが

可能。有効画素数最大約 3250 万画素フルサイズ CMOS センサーに

より、ポートレート撮影においても好適。 

⚫ 静止画撮影時に常用で最高 ISO 64000 の高感度撮影が可能。 

⚫ ボディー内 5 軸手ブレ補正機構を搭載。レンズ内光学式手ブレ補正機構を搭載した RF レンズとの協調制御にも

対応し、中心最大 8.5 段、周辺最大 7.5 段の手ブレ補正効果を発揮。さらに、広角特有の画面周辺でのブレを

抑制する周辺協調制御※にも対応。 

※ 対応するレンズについては、キヤノン公式ウェブサイトをご覧ください。 

⚫ メカシャッター／電子先幕による撮影時は、AF／AE 追従で最高

約 12 コマ/秒の高速連写が可能。 

⚫ 電子シャッターによる撮影時は、AF／AE 追従で最高約 40 コマ/秒の

高速連写が可能。 

⚫ 電子シャッター撮影時、シャッターボタンを押したタイミングから最大

20 コマ分（約 0.5 秒）をさかのぼって連続撮影することができる「プリ

連続撮影」機能を搭載。RAW／C-RAW／JPEG／HEIF いずれの

記録形式でも記録可能。 

⚫ 「EOS R6 Mark II」から連続撮影可能枚数が向上しており、JPEG、RAW、JPEG+RAW いずれの場合でもより長い

時間の連続撮影が可能※1。 

⚫ 「デュアルピクセル CMOS AF II」により、高精度かつ安定したフォーカスとトラッキングを提供する優れた AF 性能を発揮。

また、ディープラーニング技術を活用した被写体検出機能により、人物などの幅広い被写体を検知することが可能。

さらに、「EOS R6 Mark II」と比較して主被写体への追従がより粘り強くなるように AF アルゴリズムを改善。 

⚫ 被写体の検出対象をメニューで切り替えることなく、カメラが自動で被写体を選択する「自動」設定が可能。画面内から

「人物」では人の瞳・顔・頭部・胴体、「動物優先」では犬・猫・鳥・馬の瞳・顔・全身、「乗り物優先」ではモーター

スポーツの車とバイク・鉄道・飛行機（ジェット機・ヘリコプター）を自動検出し、画面内に検出対象が複数ある場合は、

被写体の種類や構図に応じて最適な主被写体を自動選択することが可能。 

⚫ あらかじめ特定の人物を登録しておくことにより、その人物を優先的に追尾し続ける「登録人物優先※2」機能を搭載。 

※1 キヤノン試験基準 CFexpress 325GB カード使用時。 

※2 「EOS R3」（2021 年 11 月発売）と同等の性能で特定の人物を優先して検出することが可能。ただし、顔の明るさ、大きさ、表情、動き、顔の一部が

遮られるなどの要因により性能が低下する場合があります。 

 

 

 

1） ポートレートから風景撮影まで幅広い表現を可能にする約 3250 万画素の高画質 

2） 決定的な瞬間を捉える優れたドライブ性能・AF 性能 

約 3250 万画素の高画質な撮影が可能 

優れたドライブ性能・AF 性能を活かした撮影が可能 
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⚫ オーバーサンプリングによる高画質な 4K60P／30P 動画記録※1 や、フル水平

画角での 4K120P ハイフレームレート記録が可能。 

⚫ センサー全体を利用した 3：2 の広い画角での 7K30P オープンゲート記録

機能（RAW／MP4）を搭載。同一の動画素材から縦・横の両方の映像を

後工程で自由に編集することができ、任意の角度での切り出しやズーム／

パンニングが可能。フレーミングやトリミングの自由度が高く、さまざまな用途に

対応可能。 

⚫ 従来のピクチャースタイルに加えて、「CINEMA EOS SYSTEM」と共通のカラー

プリセット「カスタムピクチャー」を搭載。また、従来の「Canon Log 3」に加え、フィルム特性に近く、暗部の階調性が高い

「Canon Log 2」にも対応。 

⚫ 「カスタムピクチャー」機能において、映像の色やコントラストなどを変換することができるデータが入った LUT（Look Up 

Table）ファイルを読み込ませることで、特定のガンマ／色域の変換や色味の変換が可能。キヤノン公式ウェブサイト

「Canon LUT Library」にて、キヤノン純正の LUT を無償でダウンロードが可能。 

⚫ グレーディングなしで手軽にクリエイティブな表現ができる「カラーフィルター」機能を搭載。撮影時にフィルター効果を

確かめながら、簡単な操作で直感的な画作りをサポート。 

⚫ キヤノンのレンズ交換式カメラで初となる「被写体追尾 IS※2」機能を搭載。撮影者が選択した被写体を画面内の

任意の位置に配置しながら撮影することが可能。 

⚫ 動画撮影ボタンを押す３秒前もしくは５秒前から映像を記録することが可能な「プレ記録※3」機能を搭載。 

⚫ 一瞬の動きをゆるやかなスローモーションで表現したり、長尺シーンを時短映像でテンポよく表現したりするなど、手軽に

印象的な映像を撮影することが可能な「スロー＆ファストモーション動画モード」を搭載。4K では「約 60 倍ファスト

（NTSC）」から「5 倍スロー（NTSC）」まで、2K DCI とフル HD では「約 60 倍ファスト（NTSC）」から「7.5 倍スロー

（NTSC）」までの設定が可能※4。 

⚫ 動画撮影時の温度上昇対策を施しており、7K オーバーサンプリングによる 4K30P Fine 設定でも、熱による影響が

少なく安定した連続撮影※5 が可能。 

⚫ 動画撮影中に赤色点灯するタリーランプにより、撮影状態であることを被写体側からも視覚的に確認することが可能。 

※1 4K30P／25P、4K60P／50P では画質が異なります。 

※2 「被写体追尾 IS」設定時は「動画電子 IS」「動画自動水平補正」「オープンゲート」「デジタルズーム」が無効となります。RAW 動画、100.0fps 以上の

動画、スロー＆ファストモーション動画モード、タイムラプス動画、ライブ配信、HDMI RAW 出力との併用不可。フル画角よりも狭くなります。

マニュアルフォーカス時は機能しません。かんたん撮影ゾーン設定時不可（ただし「手ブレ補正動画」、「A+」を除く）。 

※3 RAW 動画、スロー＆ファストモーション動画モード、タイムラプス動画、HDMI RAW 出力設定時は、プレ記録不可。プレ記録使用時は温度が上昇

しやすくなりますので、長時間撮影する場合にはフレームレートを下げるか、フル HD での撮影をおすすめします。 

※4 1/25 秒より遅いシャッタースピードで動く被写体を撮影すると、AF でピントが合いにくくなります。 

※5 キヤノン試験基準 CFexpress 325GB カードによる確認。当社測定条件：常温 23℃、コールドスタート、LGOP。 

  

3） 表現力を高める多彩な動画撮影機能 

幅広い用途に活用可能な 7K オープンゲート記録 
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⚫ 「EOS R6 Mark II」と同様、3 つのダイヤルにより、ファインダーをのぞきながら

シャッタースピード、絞り、ISO をそれぞれ設定できるなどの基本的な操作性は

踏襲しながら、ボタンカスタマイズを拡充するなど、静止画・動画双方の

撮影スタイルに対応した快適な操作性を追求。 

⚫ CFexpress カード、SD カードのデュアルスロットを搭載。2 つのカードスロットを

活用し、静止画／動画の振り分けや、動画のメイン／Proxy 記録、同一

書き込み、リレー記録などが可能。 

⚫ 高精細で広い視野を実現する、0.5 型・約 369 万ドットの電子ビュー

ファインダーを搭載。また、キヤノンが培ってきた HDR 画像処理技術を応用した OVF ビューアシストにも対応し、

光学ファインダーのように黒つぶれや白とびの少ない自然な見え方を再現。 

⚫ 電池室やカードスロットカバー開閉部などにシーリング部材を組み込み、不用意に降りかかる砂塵や水滴などの侵入を

抑制。また、シャーシやリアカバーにマグネシウム合金を採用することで高い剛性と放熱性を確保。 

⚫ マニュアルフォーカス時に拡大した状態から全画面表示に戻す際に、拡大ボタンを押すことなく、レリーズボタンの半押し

操作でも拡大解除が可能。 

⚫ Wi-Fi／Bluetooth®によるスマホとの無線接続に対応。Wi-Fi 接続では 2.4GHz 帯に加え、5GHz 帯の無線 LAN

規格に対応し、高速な画像転送が可能。「EOS R6 Mark II」ではできなかった、5GHz 帯においての Bluetooth

接続から Wi-Fi 接続へのハンドオーバー切り替えについて対応。撮影した静止画や動画ファイルを無線でも高速に転送。 

 

〈商品構成（キット内容）〉 

 

〈製品仕様について〉 

製品仕様の詳細はキヤノン公式ウェブサイトをご参照ください。 

https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6mk3 

 

＊ HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は、HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 

＊ Wi-Fi®、Wi-Fi Alliance®、WPA™、WPA2™および Wi-Fi Protected Setup™は Wi-Fi Alliance の商標または登録商標です。 

＊ Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG,Inc.が所有する登録商標であり、キヤノン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて

使用しています。その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所有者に帰属します。 

＊ その他、記載されている会社名、製品・サービス名は一般に各社の商標または、登録商標です。 

 

4） 安心して撮影できる操作性・信頼性 

名称 内容 

EOS R6 Mark III・ボディー EOS R6 Mark III 

EOS R6 Mark III・RF24-105 L IS USM レンズキット 
EOS R6 Mark III 

RF24-105mm F4 L IS USM 

EOS R6 Mark III・RF24-105 IS STM レンズキット 
EOS R6 Mark III 

RF24-105mm F4-7.1 IS STM 

CFexpress カードと 

SD メモリーカードのデュアルスロットを搭載 

https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6mk3

